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Ⅰ．「BIM図面審査」の実施に向けた
環境整備の取組
1. 「BIM図面審査」の開始に向けた成果

2. 2025年度 作業フロー（案）

3. 建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

4. BIM図面審査 申請・審査マニュアル（初版）

5. BIM図面審査における入出力基準の解説（初版）公表に向けて

6. ICBA確認申請用CDEの構築、利用開始に向けた取組

7. サンプルモデル追加、改良

8. 設計者向けのBIM図面審査説明資料
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(申請・審査の考え方をガイドラインから引用)

ICBA確認申請用
CDEに関する
手順書

ICBA確認申請用
CDEに関する
手順書

BIM図面審査 申請・審査マニュアル
・申請・審査の手順等を示したもの

BIM図面審査 申請・審査マニュアル
・申請・審査の手順等を示したもの

実施ツール

1.「BIM図面審査」の開始に向けた成果

◼ ガイドライン・マニュアル、各種ツールの位置づけ

○確認申請書の様式【規則第1条の3関係】

○確認審査等に関する指針【H19告示835号】

●規則を改正
BIM図面審査で必要となる図書等の位置づけ等

●告示を改正
BIM図面審査で、一定の要件
を満たす場合は、一部「整
合性確認」が省略できるこ
と等の追記

●課長通知
(技術的助言)
➢ 改正主旨、ポイント
➢ ガイドライン等の位

置づけ、説明

(技術的助言でこの関係性を記述）

(参考テンプレートの位置づけをガイドラインに記述)

建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン[ｲ-1]

➢ BIM図面審査の概要、入出力基準及び申告書、審査環境、申請・審査の手順、
留意事項を示したもの

国
交
省

参考テンプレート

○建築計画の申請・審査【建築基準法第6条関係】

BIM図面審査における入出力基準適合誓約書 
・BIM図面審査で用いる、入出力基準に従い図書の作成等を

行ったことについて、設計者が申告を行う書類

BIM図面審査における確認申請図書表現標準
・BIM由来のPDF図書について使用を推奨する図表現の標準

別紙
（実施ツール）

BIM図面審査における入出力基準
・BIM図面審査で用いる、BIMデータの作成等に関する基準

サンプルモデル等

ソフトウェアごとの用語読み替え表

支援ツール（部会・関係団体等が公開）

設計者向けのBIM図面審査説明資料
BIM図面審査における入出力基準の解説
・入出力基準を解説したもの

BIM図面審査における入出力基準の解説
・入出力基準を解説したもの
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2025年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年１月 2月 3月 4月

①BIM図面審査の試行
等

②CDE環境等の試行等

③ガイドライン

④入出力基準･申告
書･表現標準

⑤木造の入出力基準
等に関する検討

⑥－１ マニュアル

⑥－２ （仮称）
入出力基準
解説書

公表
（事前公表
版※）

適判・消防同意の検討

2.2025年度 作業フロー

設計者・審
査者による
試行等

準備

適宜調整

(「BIM図面審査」
試行・検証②）

ﾏﾆｭｱﾙへの
反映検討

Ｂ
Ｉ
Ｍ
図
面
審
査
開
始

公表
（初版）

適判・消防同意の検討

適宜調整

■ガイドライン・マニュアル関連

▼:環境整備部会▼:環境整備部会

▼ 12/10▼ 12/10 ▼ 3/19▼ 3/19

部会2

部会3

部会5

ICBA

木造住宅のサンプルモデル等（素案）の作成

木造の入出力基準および申告書（素案）に係る検討

年度の成果の
とりまとめ・
報告書作成

表現標準の継続検討

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝへの反映検討

入出力基準・申告書への反映検討

ﾏﾆｭｱﾙへの反映検討
公表（案）

▼ 10/29▼ 10/29

木造住宅の「BIM図面審査」に対応したIFCデータ
の作成に係る調査・検討

ま
と
め

入出力基準･申告書等への反映
検討

申請図書,BIMﾃﾞｰﾀの作成準備 申請図
書等の
確認

まとめ

(「BIM図面審査」試行・検証①）

木造住宅のサンプルモ
デル等（案）の作成

木造の入出力基準および
申告書（素案）に係る検討

規則等の作成(国)

公表
（初版）

公表
（素案）

解説書の作成
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ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝへの反映検
討

※表現標準については、12月10日時点で事前公表版の公開に向け準備中



2025年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年１月 2月 3月 4月

⑦BIM図面審査に用い
るCDEシステムの構
築

⑧CDE受付システム連
携機能の構築

⑨CDE稼働環境の構築

①BIM図面審査の試行
等（再掲）

②CDE環境等の試行等
（再掲）

⑩CDE環境等に係る
サービスの検討

⑪CDE環境等に係る
運営事務等の検討

2.2025年度 作業フロー

■ICBA確認申請用CDE関連

プログラム設計

プログラム製造・単体テスト 総合テスト・フィールドテスト

手順書のコンテンツ※作成

プログラム設計 プログラム製造・単体テスト 総合テスト

選定・設計 調達 設置 フィールドテスト

※コンテンツは以下の3種
①一般ユーザー用、②サイト管理者用、③CDEシステム管理・運営者用

ユーザーによるCDEの使い方検討(利用規約の観点・操作方法の観点など) 審査機関導入手順書作成

業務一覧化・業務フロー作成 運営手順書作成

申請・審査のCDE利用手順書作成

運営事務部分の
フィールドテスト

フィールドテスト
検証項目整理

Ｂ
Ｉ
Ｍ
図
面
審
査
開
始

▼ 3/19▼ 3/19

年度の成果の
とりまとめ・
報告書作成

申請図書,BIMﾃﾞｰﾀの作成準備 申請図
書等の
確認

設計者・審
査者による
試行等

準備

まとめ

(「BIM図面審査」試行・検証①）

(「BIM図面審査」
試行・検証②）

ま
と
め

部会2

部会3

部会5

ICBA

▼:環境整備部会▼:環境整備部会

▼ 10/29▼ 10/29 ▼ 12/10▼ 12/10
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2025年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年１月 2月 3月 4月

⑫RC庁舎サンプルモデ
ルの新規公開

（営繕BIMモデルを基に
作成）

⑬参考テンプレート等
の改良等

⑭構造計算書と整合し
たサンプルモデルの
作成

(既公開モデルの調整）

⑮新たな支援ツールの
作成

（申告書記入例の作成）

（設計者向け説明資料）

■支援ツール関連

Revit版

▽公開

▽公開

Archicad版

・ロールプレイ１で判明した課題等への対応
・実務上、申告にかかる労力と効果のバランスを考慮

部会2

部会3

部会5

ICBA

（意見収集等）申告書記入例の作成

テンプレート等の改良・整備

構造計算書の作成（メインフレーム） モデルの調整

修正

設計者向け説明資料の作成

2.2025年度 作業フロー

Ｂ
Ｉ
Ｍ
図
面
審
査
開
始

▼ 10/29▼ 10/29

▼:環境整備部会▼:環境整備部会

▼ 3/19▼ 3/19

年度の成果の
とりまとめ・
報告書作成

▼ 12/10▼ 12/10
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2025年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年１月 2月 3月 4月

制度説明会
（国土交通省）

⑯新たな支援ツールの
作成（再掲）

（申告書記入例の作成
等）

⑰ 設計者向けの説明
及び説明会の実施支援
（申告にかかる労力と効
果のバランスを考慮）

⑱
ICBA確認申請用CDE
の周知・普及

2.2025年度 作業フロー

● 7/10制度説明会

■説明会、普及関連 ▼ 3/19▼ 3/19

部会2

部会3

部会5

ICBA

●5/22説明会 ●8/29説明会 ●説明会（11月中、予定）

▼ 10/29▼ 10/29

BIM図面審査WEBポータル公開（予定）

Ｂ
Ｉ
Ｍ
図
面
審
査
開
始設計者への説明

修正申告書記入例等の作成

動画等準備 設計者向け講習（オンデマンド）

▼:環境整備部会▼:環境整備部会

制度
説明
会

審査者向け説明会

説明動画の配信

▼ 12/10▼ 12/10
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3.建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

■建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン

• 「BIM図面審査試行・検証」の検証結果等を踏まえて、事前公表版を加筆・修正し、2026年2月に「建
築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）」を公表した。（事前公表版からの変更点につい
ては、国交省：建築BIM推進会議HPを参照。）

• さらに、建築基準法施行規則、確認審査等に関する指針の改正に対応するため「申告」を「誓約」に
修正したものを、3月23日に公表する予定である。
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3.建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

■別紙1：BIM図面審査における入出力基準

• 「BIM図面審査試行・検証」の検証結果等を踏まえて、事前公表版を加筆・修正し、2026年2月に
「BIM図面審査における入出力基準 (初版）」を公表した。 （事前公表版からの変更点については、
国交省：建築BIM推進会議HPを参照。）

• さらに、建築基準法施行規則、確認審査等に関する指針の改正に対応するため「申告」を「誓約」に
修正し、 2024年12月に公表した素案を加筆・修正した木造（軸組工法・枠組壁工法）の基準を初版
として追加し、3月23日に公表する予定である。
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3.建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

■別紙1：BIM図面審査における入出力基準

9

Ｗ共通-001 土台
＜形状＞
①位置及び形状
・土台の位置（土台の配置）及び形状（土台の断面形状（矩形）、せい及び幅）

は、台/梁オブジェクト等を用いて入力し、表示する。
＜属性＞
②符号
・土台の符号は、土台/梁オブジェクト等の属性情報として入力し、表記する。

③材料の種別
・土台の使用材料（木材の材種）は、土台/梁オブジェクト等に属性情報として入力
し、表記する。

Ｗ共通-002 床版
＜形状＞

①位置及び形状
・床版の位置（床版の有無及び配置）及び形状（床版の形状及び厚さ）は、床オブジェクトを

用いて入力し、表示する。
＜属性＞

②符号
・床版の符号は、床オブジェクトの属性情報として入力し、表記する。

③材料の種別
・床版の使用材料（床版の材料種別及び厚さ、釘の種類及び釘打ち間隔）及び倍率は、床オブ

ジェクトに属性情報として入力し、表記する。
＜形状（床版の開口部）＞

④開口部の位置及び形状
・開口部の位置（床開口部の有無及び配置）及び開口部の形状（床開口部の外形）は、床オブ

ジェクトを用いて入力し、表示する。

番号
入出力基準に従い作成した明示すべき事項等

細目

Ｗ共通
-001

土台

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ共通
-002

床版

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④開口部の位置及び形状

Ｗ共通
-003 

耐力壁
（面材）

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ共通
-004 

耐力壁
（筋かい）

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ共通
-005 

準耐力壁
（面材）

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④開口部の位置及び形状

Ｗ共通
-006

アンカーボルト

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ共通
-007 

金物

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ共通
-008 

屋根版

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④開口部の位置及び形状

Ｗ軸組
-001

柱

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④柱の種別

Ｗ軸組
-002

大ばり

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④接合金物の構造

番号
入出力基準に従い作成した明示すべき事項等

細目

Ｗ軸組
-003

小ばり

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ軸組
-004

火打ち材

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ軸組
-005

小屋組

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ枠組
-001

床根太

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

④釘の種類

Ｗ枠組
-002

開口部
（まぐさ及びま
ぐさ受け）

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

Ｗ枠組
-003

小屋組

①位置及び形状

②符号

③材料の種別

●木造（軸組工法・枠組壁工法）の項目 ●木造（軸組工法・枠組壁工法）の基準の一部抜粋

●作成した戸建住宅サンプルモデル(Revit(AUTODESK))



3.建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

■別紙2：BIM図面審査における入出力基準適合申告書

• 「BIM図面審査試行・検証」の検証結果等を踏まえて、事前公表版を加筆・修正し、2026年2月に
「BIM図面審査における入出力基準適合申告書(初版）」を公表した。（事前公表版からの変更点につ

いては、国交省：建築BIM推進会議HPを参照。）

• さらに、建築基準法施行規則、確認審査等に関する指針の改正に対応するため「申告」を「誓約」に
修正したものを、3月23日に公表する予定である。
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3.建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン (初版）

■別紙3：BIM図面審査における確認申請図書表現標準

• 以下についての表現方法等を追加し、2026年2月に「BIM図面審査における確認申請図書表現標準(初

版）」を公表した。 （事前公表版からの変更点については、国交省：建築BIM推進会議HPを参照。）

１）求積に関する表記等について

２）床面積求積表、採光・換気・排煙等の検討に係る計算書等、室内仕上げ表
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4.BIM図面審査 申請・審査マニュアル（初版）

• 「BIM図面審査試行・検証」の検証結果等を踏まえて、事前公表版を加筆・修正し、2026年2月に
「BIM図面審査 申請・審査マニュアル（初版）」を公表した。（BIM図面審査における入出力基準適

合申告書(初版）も同様。）

• さらに、建築基準法施行規則、確認審査等に関する指針の改正に対応するよう「申告」を「誓約」に
修正したものを、3月23日に公表する予定である。
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• 整合性確認の省略可能な項目に関する申請者と審査者の相互理解の向上を目的とし、入出力基準の意
図や、基準に従うことにより整合が図られる内容（申告の内容に応じ整合性確認の省略が可能な内
容）等について解説するものとして、「BIM図面審査における入出力基準の解説（初版）」を2026年3
月末頃に公表する予定である。

5.BIM図面審査における入出力基準の解説（初版）公表に向けて

13

■BIM図面審査における入出力基準の解説（初版）のイメージ



■ICBA確認申請用CDEの構築

• 「BIM図面審査」に用いるCDEシステムの主要な機能のプログラム開発は完了し、総合テスト等を通じ
て生じた不具合等の解消・機能改善を行っている。

6.ICBA確認申請用CDEの構築、利用開始に向けた取組

14

IFC ビューイング画面 PDF ビューイング画面フォルダ / ファイルリスト画面

PDF 差分表示画面 PDF マークアップ画面 ファイルチャット画面

プロジェクト選択画面

プロジェクト Web 表示画面



■ICBA確認申請用CDEの構築

• 「BIM図面審査」に用いるICBA確認申請用CDEとICBAの電子申請受付システム間は、主に下記の連携を
行う。

・受付時、指摘対応時の申請書様式データの転送

・審査完了後の申請書様式データと申請図書のPDFデータ等の転送

6.ICBA確認申請用CDEの構築、利用開始に向けた取組
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申請書情報を閲覧する画面

申請図書データを転送する画面

データ連携APIアプリケーションでの連携データの流れ



6.ICBA確認申請用CDEの構築、利用開始に向けた取組

• ICBA確認申請用CDEについて、下記の①～③のマニュアルを作成した。

① 一般ユーザー用操作マニュアル

② サイト管理者用操作マニュアル

③ システム運営者用操作マニュアル

16



6.ICBA確認申請用CDEの構築、利用開始に向けた取組

トレーニング(講習)実施

10月 12月 2月11月 1月 3月 4月

★11/6
✓料金公開

★11/27
✓ICBA説明会(サービス名発表)

★ 12/1✓WEBポータル公開

★10/16
✓消防説明会

各種情報発信(建築士会講演、業界新聞発信など)も継続実施中

情報公開
・発信

サービス
提供準備

BIM

図
面
審
査
制
度
開
始

■ICBA確認申請用CDEを活用して4月にBIM図面審査の
開始を予定している機関は次頁のとおり
■ICBA確認申請用CDEを活用して4月にBIM図面審査の
開始を予定している機関は次頁のとおり

お見積り

正式契約対応

トレーニング
(講習)募集

■トレーニング(講習)動画リンク

https://bimpermit.jp/seminar/

■トレーニング(講習)動画リンク

https://bimpermit.jp/seminar/

■業務手順書掲載リンク

https://bimpermit.jp/manual/

■業務手順書掲載リンク

https://bimpermit.jp/manual/

★2月初旬
✓業務手順書公開

※第23回建築BIM環境整備部会（令和７年12月10日開催）資料２－２ ICBA確認申請用CDEについてp.2に基づき作成

■ICBA確認申請用CDE利用開始に向けたスケジュール

17

https://bimpermit.jp/manual/
https://bimpermit.jp/manual/


• RC造3000㎡庁舎モデルを追加したほか、申告書の書式や参考テンプレートなどを適宜更新している。

• サンプルモデル（事務所モデル、庁舎モデル）については、意匠、構造、設備を合わせ、2026年1月末

現在で1万2千件を超えるダウンロードがある。

7.サンプルモデルの追加、改良

18

https://blcj.or.jp/sample_form/



8.設計者向けのBIM図面審査説明資料

19

■講習動画
• YouTube版、PPT版の2種類を作成し、BIMライブラリ技術研究組合のホームページで公開した。

（YouTube版は2026年1月末現在で約500回再生）

■新規資料（BIM図面審査への取り組みの要点）
• BIM図面審査に取組むヒントとともに、BIMによる作図上のミス等を減らすための留意事項などを整

理した。

新規資料のコンテンツ講習動画の冒頭ページ



Ⅱ．｢BIMデータ審査｣の実施に向けた
環境整備の取組
1. BIMデータ審査の定義

2. 2025年度 作業フロー（案）

3. 「BIMデータ審査」に必要となる環境整備の検討

4. 「BIMデータ審査」のしくみ等の検討

5. 「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEプロトタイプシステムの試作

20



1.BIMデータ審査の定義

21

BIMデータ審査とは「確認申請のデジタル化」

• IFCモデルを確認申請に提出する「申請図書」として、直接的に活用する。

• IFCモデル等のデジタル情報を活用した目視によるビュー審査と、審査補助機能の

プログラム等を用いたデジタル審査による建築確認である。

IFC・確認申請書情報
・法的な建物仕様情報

申請前の段階で、設計者が
法適合や審査に必要な情報
の記入漏れ等のチェックが
可能

ビュー審査

IFCデータを用いて審査に必要な情
報が表示され、視覚的にわかりやす
い表示により確認する

(特)2

デジタル審査

プログラムやAI等のデジタル技術を用
いて法適合チェックを行うことで、審
査の確実性を高め、より迅速で効率的
な審査を図る

申請



2.2025年度 作業フロー
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2025年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年１月 2月 3月

(1)BIMデータ審査の仕
組み等の検討

(2)BIMデータ実施に必
要となる環境整備の
検討

(3)法令の構造化等の
検討

(4)標準BIM建物モデル
の検討

(5)BIMデータ審査
プロトタイプシステ
ムの試作

⑭構造計算書と整合し
たサンプルモデルの作
成（再掲）

(6)BIMデータ審査に向
けた課題整理

審査項目の整理と、BIMデータ審査の対象項目の整理・検討

BIMデータ審査の実施に要する法的課題の整理

調査データ収集 対象部位・項目の抽出 部位・項目毎の標準化対象の抽出 まとめ

法令規定整理 仕様策定 システム設計 プログラム製造 テスト

▼ 12/10▼ 12/10 ▼ 3/19▼ 3/19

法令の構造化等に係る検討・検証 法令の構造化等に係る検討・可能性・有効性検証・課題整理

要件定義書、要求
仕様書等の作成

BIMデータ審査で扱うデータと審査方法の設定

BIMデータ審査で扱う審査環境・審査手順・保存方法等の検討

BIMデータ審査の開始時必要な事項と将来的に必要となる事項の整理（2029年度に向けた工程（案））

対象項目の審査方法の整理・検討

BIMデータに必要な情報の策定に係る検討（形状情報、属性情報、法令情報（属性、値）の要求仕様等）

年度の成果の
とりまとめ・
報告書作成

BIMデータ審査の実施に要する法的課題の対応策の検討

データ審査に向けてのメリット・デメリット整理 設計者としての提案

構造計算書の作成（メインフレーム） モデルの調整

▼:環境整備部会▼:環境整備部会

▼ 10/29▼ 10/29

部会2

部会3

部会5



3.「BIMデータ審査」に必要となる環境整備の検討
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 IFCデータを確認申請図書の代替とする場合の、IFCデータに関する要件を整理した。

■IFCデータを確認申請図書の代替とする場合の、IFCデータに関する要件

1. 法的要件の整理

IFCデータを確認申請図書として扱う場合の法的要件を整理し、法的有効性、データを扱うこと
の法的責任について検討した。

2. 正確性と完全性の確保に関する検討

IFCデータが設計者の設計意図を正確に反映しているかを確認するとともに、確認申請用CDEが 
その意図を適切に表示し、法適合確認に必要な審査内容を確実に表示できることにより、審査方
法の正確性を確保することについて検討した。

3. 真正性・ 長期見読性の確保に関する検討

設計内容が改ざんされないよう真正性を確保する手法、 IFCデータの法定保存期間（15年）に
おける長期見読性について検討した。

4. IFCデータを申請図書等として扱う場合の申請者（建築主）への有用性の検討

IFCデータを確認申請図書として扱う場合の、申請者（建築主）との申請に係る合意を図る方策
を検討した。

5. BIMデータ審査の設計・審査ワークフローの検討

確認申請図書とIFCデータを用いることの効率的な作成プロセス、審査プロセスを検討した。



3.「BIMデータ審査」に必要となる環境整備の検討
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• 法的要件の整理では、以下のように課題と対応の方向性について整理した。

BIMデータ審査における課題 考慮すべき項目 現状の課題と根拠 必要な変更や整備内容の方向性

①IFCデータの正本性を担保
する法整備の在り方

• IFCデータの法的な位
置づけ

• 提出方法
• 提出範囲

現行法（規則第１条の３等）では、提出物が図
書（紙・PDF共）と明記されているため、IFC
データは本申請で扱えない。（根拠：BIM図面
審査ではIFCデータは参考であり、提出物は二
次元図面が基準となっている。）

法令を整備し、「建築物等情報モデル（BIMモ
デル）」による申請を明確に位置付ける。また、
IFCデータと二次元図面（PDF）の併用を経て、
最終的にIFCデータを主とした申請・審査方式
への転換を目指す。

②IFCデータの真正性の確保

• 電子データの改ざん
防止

• トレーサビリティの
確保

• IFCデータの真正性の
維持方法

電子データは編集が紙に比べて容易であるため、
提出後に改ざんされる恐れがある。また、変更
履歴を明確にすることができず、真正性の証明
が難しい。（根拠：IFCフォーマットは編集可
能であり、また、電子署名や真正性を担保する
仕組みが現状整備されていない。）

公的な機関が整備する「共通データ環境
（CDE）」にIFCデータを格納することで、提出
後のデータ改ざんを防止するとともに、デジタ
ル技術を活用し制度的に真正性を担保する仕組
みを確保する。また、そのCDEに提出すること
により、変更履歴が自動的に記録され追跡が可
能となり、トレーサビリティを確保できる。

③IFCデータの長期見読性

• IFC規格の長期利用性、
バージ ョンアップ
の対応

• ・閲覧環境の整備

IFC規格は定期的にバージョン更新が行われて
いることから、長期間（15年以上）保存された
データが、旧バージョン形式であることにより
将来的に閲覧・活用が困難となる可能性がある。
 実際に、過去のIFCバージョンから新バージョ
ンへの移行時において、互換性に関する課題が
生じた事例が確認されている。

提出するIFCデータの要件は、長期サポート版
（LTS）IFCバージョンとし、15年以上の長期間、
仕様を固定化させる。さらに、バージョン変更
時のデータ自動変換ツールの提供や中間フォー
マット（XML、PDF等）を併せて保存することで
長期見読性を確保する。

• IFCデータ提出時の二
次元図面併用の要否

IFC形式の長期見読性の確保および審査環境の
標準化が十分に確立されるまでの移行期間にお
いては、二次元図面を補完的に併用する運用も
考えられる。海外のBIM申請先行国においても、
制度移行期には図面とBIMデータの併用運用が
採用されている例が多い。

BIMデータ審査導入初期段階は、IFCデータに加
えて二次元図面（PDF）の提出する運用も考え
られる。長期的には審査用ビューアおよび自動
コードチェック機能を整備し、IFCデータのみ
での審査能力を高めることで徐々に二次元図面
の依存を軽減する。

■BIMデータ審査における課題と対応の方向性



 BIMデータ（IFCデータ）を申請図書等と扱う場合の申請者（建築主）への有用性について整理し
た。

3.「BIMデータ審査」に必要となる環境整備の検討
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■効果

1. 情報の一元化による計画内容の理解・意思決定の迅速化

設計内容の可視化、図書間不整合の抑制、設計変更の影響把握

2. 設計段階での法適合確認による、手戻り・コストリスクの最小化

審査時の指摘による計画の変更、それによる工事着手時期の遅延、工事費増のリスク低減

3. 設計意図の適確な伝達

二次元図面化に伴う情報の欠落防止、設計意図の忠実な反映、関係者間の円滑な情報共有と合
意形成

4. 建物のライフサイクル全体を通じた資産価値の最大化

維持管理段階、改修・増築時等、建物のライフサイクルでのデータ活用

5. 行政手続きのデジタル化による建築物情報の効率的な蓄積

■課題

・データ作成コストの増加、図面併用時の二重作成負担、CDE環境の依存

→これらの課題に対し、負担増を軽減する具体的な措置の検討が必要



カテゴリ タイプ 属性情報項目 属性情報値 形状から抽出する数値 距離測定
オブジェクトに紐づ

かない
審査に必要な情報 記載すべき事項

部屋

排煙区画区分及び告示
排煙区画区分及び告示

自然排煙/機械排煙
加圧防排煙/押出排煙

防煙区画の範囲・排煙
の方法

全館避難安全検証法
階避難安全検証法
区画避難安全検証法

避難安全検証法の適
用範囲

全館避難安全検証法、階避難
安全検証法、区画避難安全検
証法の適用の範囲を記載

面積 (㎡) 床面積 室の床面積 室の床面積を記載

4.「BIMデータ審査」のしくみ等の検討

■「BIMデータ審査」に用いるBIMデータに必要な情報の抽出に係る検討

• 「BIMデータ審査」に用いるBIMデータに必要な情報（形状情報、属性情報、法令情報（属性、値）
の要求仕様等）の抽出に係る検討を実施している。

• 必要な情報の抽出には、建築基準法施行規則第一条の三を用いることとした。

• 検討ステップは以下の通り。

① 各条文が適用される建築物の明示すべき事項について、審査者が「記載事項」を整理する。

② 「記載事項」から「審査に必要な情報」に細分化する。

③ BIMに入力可能な形式に置換するための情報分類「カテゴリー、属性情報項目、属性情報値」
を設定、IFCデータの定義化につなげる。
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●令第126条の２の例

明示すべき事項 記載すべき事項 審査に必要な情報
記載すべき事項からの情報分類

形状から抽出
する数値

距離測定
オブジェク
トに紐づか

ないカテゴリ タイプ 属性情報項目 属性情報値

排煙の方法及び火
災が発生した場合に
避難上支障のある
高さまで煙又はガス
の降下が生じない
建築物の部分

排煙の方法（自然排煙、機械排
煙、加圧防排煙）の範囲を記載

防煙区画の範囲・排煙の
方法

部屋 排煙の方法
自然排煙/機械排煙
加圧防排煙/押出排煙

全館避難安全検証法、階避難安
全検証法、区画避難安全検証法
の適用の範囲を記載

避難安全検証法の適用
範囲

部屋
排煙区画区分及び
告示

全館避難安全検証法
階避難安全検証法
区画避難安全検証法

室の床面積を記載 室の床面積 部屋 面積 (㎡) 床面積

明示すべき事項から審査に必要な情報・BIMの入力情報に分類

カテゴリ毎に必要な入力情報を整理



4.「BIMデータ審査」のしくみ等の検討

■建築基準法令の構造化に向けた検討・検証

●背景

• 「BIMデータ審査」による建築DX推進に対し、
法令文書は非構造化データとなっている。

• 審査は複数の条文を相互参照することや読解が
重要であり、高度な専門知識が必要となってい
る。

• 建築基準法等の法令改正の頻度が高く、迅速に
かつ正確に理解することが困難である。

●目的

• 以下を目的に、データベース作成の試行および
検討・検証を行う。

• 法令構造化データの整備：人間と機械（AI）の
双方に対応したデータの構造化

• 解釈性の向上: 関連条文の網羅的な提示、法令
の解釈性・一貫性の向上

• 法改正の追従体制構築：建築基準法等の法令改
正を速やかに反映するための仕組みづくり

●実施概要

• ユースケースの観点で2種の構造化を要件定義し、
構造化に係る検討・検証を行い、その結果をと
りまとめた。

① 普遍的な構造化: 法令の基礎情報（条文間の関係性、
参照先）を客観的なルールで構造化し、多様な法令
活用ユースケースに対応できる基盤を構築する。

② 法文の構造化: 建築確認の法適合に係るフローに着
目し、条文を「適用範囲」「要件」「規制内容」な
どの構成要素に分類する。
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法文の構造化の検討 法改正に対応
したデータ構
造化の構築に

向けた
とりまとめ

普遍的な構造化の検討

STEP1
条文間の参照関係

整理

＜検討ステップ＞

STEP2
データベース構造の検討

STEP3
条文構成要素の粒度検討

STEP4
AIによる条文分類の

実用性検証



4.「BIMデータ審査」のしくみ等の検討

■「BIMデータ審査」に用いるBIMデータに必要な情報の抽出に係る検討

• 構造図と構造計算書の整合性の確認を効率化することを視野に入れ、データ形式（IFCデータと

 ST-Bridge）の関係性及びその課題について整理した。
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一貫構造計算ソフト

BIMソフトウェア

その他デジタル情報

IFC

ST-Bridge※一貫に含まれるもの
柱・梁・床などの3D配置
部材断面情報、材料特性、階層情報（階、
通芯）、位置情報、材料情報

構造計算書 PDF

PDF

構造モデルと解析モデルの整合確認

ビュー審査 ：申請図の代替ビュー
デジタル審査：プログラムによる法チェック

ビュー審査 ：目視確認

ビュー審査 ：目視確認
CADソフト

その他 デジタル審査 ：プログラムによる法チェック

BIMデータ審査

※データの真正性が課題

※データの真正性が課題

解析結果
応力値、応力度、
検定比、変形量

荷重条件
外力、積載荷重、特殊荷重等

建物モデル情報

建物モデル情報（物理・幾何形状）
・座標・軸線: グリッド、階高、スパン割。
・部材の配置情報: 柱、梁、壁（RC耐震壁、      
ブレース）、床スラブの配置。

・断面・材料情報: 柱・梁の断面寸法（幅・成）、
RC造の鉄筋情報（主筋・帯筋など）、S造の鋼

材
種別、材料強度。

・接合部情報: 梁の端部接合条件（ピン・剛）等。

属性・解析用情報
・部材符号: 計算上の部材名称（C1、G1など）。
・配置詳細: 剛域の設定や部材の寄り（偏心）
情報。

・荷重条件: 一部、荷重の定義や条件が含まれる
場合があります

ST-Bridge
（3D等）

２次部材・詳細（直接入力）
ST-Bridgeのうち、一貫計算外
（小梁、間柱、パラペット、

階段、雑壁）

ST-Bridge
柱・梁・床・小梁・間柱などの３D配置
部材断面情報、材料特性、階層情報（階、
通芯）、
位置情報、材料情報

CSV（計算書の代替）
入力データ：基本情報、材料、部材リス
ト 、配置情報、荷重
計算・解析結果データ：応力解析結果、重
量・重心情報、断面検定結果、保有水平耐
力計算結果、剛性率・偏心率

法適合判定プログラム

計算条件
剛域、断面性能等

詳細納まり、施工情報
スリーブの位置やサイズ、ベースプレート形状等

+



4.「BIMデータ審査」のしくみ等の検討

■ 「BIMデータ審査」に向けた課題抽出（構造分野）

●目的

• 通常、構造解析に用いたモデル（解析モデル）の形状・部材情報を利用して構造BIMモデルを作成す
るため、公開中のBIMモデルに合わせた解析データを作成しBIMデータ審査に向けた課題を抽出する。

●サンプルモデルの作成

• 公開中の「S造1,000㎡事務所モデル」を基に、荷重条件などを再整理した上で構造解析ソフトによる
計算を実施し、公開中のBIMモデルに合致した構造計算モデルを作成した。

●BIMデータ審査に向けた課題抽出

• 解析モデルの寸法等の掃き出し・読み込みに当たっての国内標準（ST-Bridge）と国際標準（IFC）の
実務における使い分けの整理、また構造解析からBIMモデルを作成する際の実務における課題抽出
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• 開発中の「BIM図面審査」に用いる確認申請用CDEのIFCビューイング機能をベースに、2024年度に仕
様検討を行った下記の審査項目について、「BIMデータ審査」における目視審査による審査機能の実
現性確認のためにプロトタイプシステムを試作している。

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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• 「BIMデータ審査」における審査機能の実現性確認のためにプロトタイプシステムを試作

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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建ぺい率の例

・プロトタイプシステムは、設計者がBIMオーサリングソ
フトで法規モデルを作成※し、これをIFCに変換し提出
することを前提とし、法規モデル作成の入力機能は想
定していない。

※法規モデルは、BIMオーサリングソフトに法規情報を
追加する機能を別途試作した。

■CDEの主な機能
• 各階の各建築面積エリアの確認機能

（建物モデルと面積エリアとの重ね表示等）
• 各階の各建築面積エリアからの建築面積エリアの生成
機能および面積の表示機能

• 各階の建築面積エリアと建築面積エリア（IFCデータ） 
の合成表示機能

• IFCデータの建築面積エリアとCDEで生成した建築面積
エリアの合成表示機能

・各階の①建築物の部分、②建築の突出部、③建築面積
から除く部分の法規モデルのデータから自動的に合成
した各領域を作成、建築面積とともに表示する機能

各階の各建築面積エリアの確認

建築面積除外部分の各領域を作成・表示



• 「BIMデータ審査」における審査機能の実現性確認のためにプロトタイプシステムを試作

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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防煙区画の例

■CDEの主な機能
• 各防煙区画エリアの領域および面積確認機能 

（建物モデルと面積区画エリアとの重ね表示等）
• 自然排煙口エリアの領域・位置および面積確認機能

（建物モデルと自然排煙口エリアとの重ね表示等）
• 排煙口距離の確認機能 （30mの円の表示）
• 防火区画エリアと排煙口の性能による法適合確認機能
• 法適合確認結果の一覧表の表示

排煙口距離の確認

各排煙区画の結果を表示

当該法令の関係性の整理



• 「BIMデータ審査」における審査機能の実現性確認のためにプロトタイプシステムを試作

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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採光の例

■CDEの主な機能
• 採光の必要な各居室エリアの領域および面積確認機能
• 開口部の採光に有効な領域および面積確認機能の作成
• 各採光係数を示す図形の位置・形状および採光補正

係数確認機能
• 採光の必要な居室エリアと開口部の採光に有効な採光

エリアと採光係数による採光適合チェック機能
• チェック結果の一覧表表示機能

採光の必要なエリアの領域および面積の確認

法規モデルで入力された採光補正係数を表す図形の確認

当該法令の関係性の整理



• 「BIMデータ審査」における審査機能の実現性確認のためにプロトタイプシステムを試作

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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換気の例

■CDEの主な機能
• 各換気エリア、開口部の換気に有効なエリア、火を用
いる設備の法規モデルの入力機能

• 自然換気口、機械換気口の法規モデルの入力機能
• 機械換気口の法規モデルの入力機能
• 各換気エリアの領域確認機能および面積確認機能
• 各開口部の有効換気エリアの領域および面積確認機能
• 各法適合確認結果一覧表示機能

換気の適否の判定

換気の必要なエリアの判定表

当該法令の関係性の整理



• 「BIMデータ審査」における審査機能の実現性確認のためにプロトタイプシステムを試作

5.「BIMデータ審査」のための確認申請用CDEのプロトタイプシステムの試作
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防火上主要な間仕切壁の例

■CDEの主な機能
• 各防火上主要な間仕切壁を示す線の位置確認機能

（建物モデルと面積エリアとの重ね表示等）
• 各間仕切壁の防火性能の確認機能
• 対象室エリア、除外するエリアおよび1室とみなす室の

エリアの領域確認機能、1室とみなす室のエリアの面積
確認機能

防火上主要な間仕切壁エリアの領域の表示

各防火上主要な間仕切壁の位置を表示



Ⅲ．今後の予定（案）
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• 「BIM図面審査」「BIMデータ審査」に関連する今後の予定（現時点版）は、下表の通りである。

1.今後の予定（案）
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2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

BIM
図面
審査

BIM
データ
審査

BIM図面審査制度開始

個別の
課題に
ついての
部会単位
での検討

BIMデータ
審査制度
開始
（予定）

実施ツー
ル・支援
ツール、
ICBA確認
申請用CDE
の整備

ICBA確認申請用CDEの機能の改
善や充実等に係る検討

実施ツール（ガイドライン、
マニュアル、入出力基準、誓
約書、図表現標準）等の見直
しや充実等に係る検討（必要
に応じて実施）

制度開始時に必要な成果に対応した検討等の実施

• 審査TF内で主に以下について再確認、合意
• 制度開始当初に対象として想定する建築物

（一般建築物、戸建住宅等）
• 制度開始当初に対象とする審査項目
• 制度開始時に必要な成果（ツール）
• 制度開始に向けた工程
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